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本
文

本
博
士
論
文
の
全
文
は
出
版
契
約
が
結
ば
れ
て
お
り
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川
上
知
里
『
今
昔
物
語
集
の
世
界
と
背
景
（
仮
）
』

(

花
鳥
社)

と
し
て
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二
〇
二
一
年
二
月
に
出
版
予
定
の
た
め
、
全
文
公
表
で
き
ま
せ
ん
。



参
考
文
献
一
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献
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た
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る
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用
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献
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下
の

も
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り
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る
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し
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。
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傍
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究
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三
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日
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学
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系
。

『
百
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集
』（
名
大
本
）
、
中
根
千
絵
『
今
昔
物
語
集
の
表
現
と
背
景
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

『
豊
山
伝
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記
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大
日
本
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教
全
書
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新
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増
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大
系
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「
弁
暁
説
草
」、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
称
名
寺
聖
教
尊
勝
院
弁
暁
説
草

翻
刻
と
解
題
』

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
）。

『
法
苑
珠
林
』、
大
正
新
脩
大
蔵
経
。

『
法
則
集
』、
永
井
義
憲
・
清
水
宥
聖
編
『
安
居
院
唱
導
集
』
上
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
）。

『
宝
物
集
』（
一
巻
本
）
、
月
本
直
子
・
月
本
雅
幸
編
『
宮
内
廳
書
陵
部
藏
本
寶
物
集
總
索
引
』

（
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
）。

『
法
華
伝
記
』、
大
正
新
脩
大
蔵
経
。

『
法
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百
座
聞
書
抄
』、
古
文
學
秘
籍
叢
刊
複
製
本
。

『
本
朝
新
修
往
生
伝
』、
日
本
思
想
体
系
。

『
本
朝
世
紀
』、
新
訂
増
補
国
史
大
系
。

『
摩
訶
止
観
』、
岩
波
文
庫
。

『
枕
草
子
』、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
。

『
末
法
燈
明
記
』、
伝
教
大
師
全
集
。

『
三
井
往
生
伝
』、
続
天
台
宗
全
書
。

『
妙
法
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経
』、
佛
典
講
座
。

『
無
名
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子
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新
編
日
本
古
典
文
学
全
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。

『
冥
報
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話
研
究
会
編
『
冥
報
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研
究
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勉
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出
版
、
一
九
九
九
年
）。

『
大
和
物
語
』、
新
編
日
本
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典
文
学
全
集
。

『
世
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物
語
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無
刊
記
版
本
（
東
京
大
学
図
書
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文
庫
本
）
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新
日
本
古
典
文
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大
系
。



論
文
の
内
容
の
要
旨

本
学
位
論
文
は
、
院
政
期
に
誕
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
日
本
文
学
史
上
最
大
の
説
話
集
、
『
今
昔
物
語

集
』
を
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
し
、
作
品
の
構
造
や
生
成
の
環
境
、
実
態
を
解
き
明
か
す
も
の
で
あ
る
。

第
一
部
で
は
『
今
昔
物
語
集
』
（
以
下
『
今
昔
』
と
略
す
）
内
部
の
世
界
観
に
焦
点
を
当
て
、
全
体
構

成
、
説
話
の
語
り
方
、
表
現
を
総
合
的
に
考
察
し
た
。
説
話
集
を
分
析
す
る
に
際
し
て
は
、
「
集
」
と
し

て
の
ま
と
ま
り
、
個
々
に
独
立
し
た
説
話
、
説
話
内
の
表
現
と
い
っ
た
様
々
な
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
必
要
と
な
る
。
森
正
人
「
今
昔
物
語
集
の
言
語
行
為
再
説
―
編
纂
・
説
話
・
表
現
」（
『
場
の
物
語
論
』

若
草
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
が
提
唱
す
る
よ
う
に
、
説
話
集
分
析
と
は
、「
編
纂
行
為
」「
説
話
行
為
」「
表

現
行
為
」
と
い
う
三
つ
の
言
語
行
為
の
仕
組
み
と
、
三
者
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
『
今
昔
』
と
い
う
説
話
集
で
は
、
こ
の
三
つ
の
言
語
行
為
が
ど
の
よ
う
に
影
響
し
合
い
、
ま
た
反

発
し
合
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
具
体
的
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
体
系
的
に
見
え
な
が
ら
内
部
に

様
々
な
矛
盾
を
は
ら
み
、
そ
の
正
体
を
掴
み
き
れ
な
い
『
今
昔
』
と
い
う
作
品
の
全
体
像
を
解
明
す
る
一

助
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
『
今
昔
』
の
構
成
の
大
枠
を
解
明
す
る
た
め
、
第
一
章
・
第
二
章
を
置
い
た
。
第
一
章

で
は
各
話
の
冒
頭
部
分
を
取
り
上
げ
、
言
語
行
為
の
関
係
性
を
検
討
し
た
。
各
説
話
の
冒
頭
部
は
典
拠
か

ら
の
改
変
が
顕
著
に
見
ら
れ
、
一
説
話
内
に
て
大
き
な
意
味
を
付
与
さ
れ
て
い
る
部
分
と
考
え
ら
れ
る
た

め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
『
今
昔
』
全
話
の
冒
頭
部
を
表
現
行
為
・
説
話
行
為
・
編
纂
行
為
と
の
関
係
か
ら

分
析
し
、
冒
頭
部
に
与
え
ら
れ
た
役
割
を
考
え
た
。
特
に
冒
頭
部
の
微
細
な
表
現
が
編
纂
行
為
と
明
確
に

連
動
し
て
い
る
実
態
を
中
心
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
構
成
の
大
枠
を
考
え
る
上
で
冒
頭
部
が
重
要
な

手
が
か
り
と
な
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
で
は
非
仏
法
部
に
範
囲
を
限
定
し
、
非
仏
法
部
の
構
成
を
各
話
の
表
現
行
為
や
説
話
行
為
と
関

連
さ
せ
な
が
ら
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
ま
ず
、
震
旦
非
仏
法
部
に
あ
た
る
巻
十
「
震
旦
付
国
史
」
を

取
り
上
げ
、
そ
の
構
成
意
図
を
考
え
た
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
を
天
竺
部
や
本
朝
部
に
敷
延
し
、
考
察
す

る
こ
と
で
、
『
今
昔
』
三
国
に
お
け
る
非
仏
法
部
の
構
成
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
そ
の
よ
う
に
仏
法
や
歴
史
と
い
う
大
枠
を
持
ち
、
整
然
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
『
今
昔
』

を
、
内
側
か
ら
突
き
崩
す
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
第
三
章
・
第
四
章
を
置
い
た
。
一
見
体
系
的
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
内
に
多
く
の
矛
盾
や
齟
齬
を
抱
え
る
『
今
昔
』
に
お
い
て
、
何
が
そ
の
根
本
的
な

原
因
と
な
っ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
第
三
章
で
は
、
編
纂
方
針
の
大
綱
を
揺
る
が



す
存
在
と
し
て
、
「
恐
怖
」
へ
の
注
視
を
取
り
上
げ
た
。
『
今
昔
』
内
に
大
量
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

恐
怖
表
現
は
優
れ
た
描
写
力
を
持
ち
、
『
今
昔
』
の
大
き
な
魅
力
と
し
て
従
来
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
こ
の
「
恐
怖
」
に
惹
か
れ
続
け
る
姿
勢
が
、
『
今
昔
』
の
編
纂
行
為
や
説
話
行
為
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
を
手
が
か
り
に
、
編
纂
意
図
が
掴
み
に
く
い
巻

九
「
震
旦
付
孝
養
」
の
生
成
過
程
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
整
然
と
し
た
『
今
昔
』
の
構
成
か
ら
逸
脱
す
る
存
在
と
し
て
最
も
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
巻
二

十
六
～
三
十
の
五
巻
で
あ
ろ
う
。
こ
の
五
巻
の
意
味
付
け
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て
初
め
て
、
『
今
昔
』
の
全

体
像
は
解
き
明
か
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
第
四
章
で
は
巻
三
十
「
本
朝
付
雑
事
」
を
取
り
上
げ
、

そ
の
存
在
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
。
巻
三
十
は
男
女
関
係
を
テ
ー
マ
に
説
話
が
収
集
さ
れ
た
巻
で
あ
り
、

『
今
昔
』
全
巻
の
中
で
も
従
来
非
常
に
評
価
の
低
い
巻
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
内
容
の
巻
が
、
な
ぜ
『
今

昔
』
世
界
に
用
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
を
考
察
し
、
『
今
昔
』
が
体
系
的
な
構
成
を
崩
し

な
が
ら
生
成
し
て
い
く
様
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
四
章
ま
で
は
編
者
の
事
情
、
作
り
手
と
し
て
の
意
識
を
中
心
と
し
て
、
『
今
昔
』
の

内
的
世
界
を
考
え
た
。
し
か
し
、
説
話
文
学
と
は
語
り
手
（
書
き
手
）
と
聞
き
手
（
読
み
手
）
の
相
関
関

係
の
上
に
成
立
す
る
文
学
営
為
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
確
か
に
『
今
昔
』
に
お
い
て
も
読
む
対
象

を
強
く
意
識
し
た
語
り
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
読
者
」
と
い
う
観
点
は
、
従
来
の
『
今
昔
』

研
究
に
お
い
て
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
読
み
手
へ
の
意
識
と

い
う
観
点
か
ら
『
今
昔
』
と
い
う
作
品
を
問
い
直
す
試
み
と
し
て
、
第
五
章
・
第
六
章
を
置
い
た
。

ま
ず
第
五
章
で
は
、
読
者
に
疑
わ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
多
種
多
様
な
手
段
を
以
て
説
話
内
に
信

憑
性
を
付
与
し
た
そ
の
手
法
と
理
由
を
、
主
に
仏
法
部
に
限
定
し
て
考
え
た
。
仏
法
霊
験
に
疑
い
の
ま
な

ざ
し
を
向
け
る
人
々
を
『
今
昔
』
が
読
者
と
し
て
想
定
し
て
い
る
実
態
と
、
そ
の
よ
う
な
読
者
を
設
定
し

た
理
由
を
、
説
話
内
部
の
表
現
を
中
心
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

続
い
て
第
六
章
で
は
考
察
の
対
象
を
非
仏
法
部
に
広
げ
、
非
仏
法
部
を
含
め
た
『
今
昔
』
全
体
が
ど
の

よ
う
な
読
者
を
設
定
し
て
い
る
の
か
を
、
非
仏
法
部
に
お
け
る
信
憑
性
付
与
の
操
作
の
実
態
と
合
わ
せ
て

考
察
し
た
。
そ
し
て
、
読
者
と
し
て
設
定
さ
れ
た
人
物
の
特
徴
を
、
『
今
昔
』
と
同
時
代
の
作
品
の
言
説

を
手
が
か
り
と
し
て
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
明
ら
か
に
し
た
。
『
今
昔
』
と
い
う
作
品
が
生
成
す
る
に
あ

た
り
、
読
者
と
い
う
作
品
外
部
か
ら
の
影
響
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
部
で
は
表
現
行
為
・
説
話
行
為
・
編
纂
行
為
と
い
っ
た
複
数
の
観
点
か
ら
、
『
今

昔
』
と
い
う
作
品
に
対
し
て
有
機
的
な
構
造
分
析
を
行
い
、
『
今
昔
』
の
内
的
世
界
が
ど
の
よ
う
に
形
成

さ
れ
て
い
る
か
を
総
括
的
に
捉
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
。



し
か
し
、
『
今
昔
』
と
い
う
作
品
の
生
成
は
作
品
内
部
か
ら
だ
け
で
は
到
底
解
明
で
き
な
い
。
説
話
の

本
質
が
そ
の
伝
承
性
に
あ
る
以
上
、
説
話
集
の
前
提
に
は
、
大
量
か
つ
多
種
多
様
な
説
話
的
言
説
が
存
在

す
る
。
説
話
集
の
生
成
は
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
と
の
関
係
性
の
中
で
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
り
わ
け
『
今
昔
』
は
、
仏
教
説
話
、
歴
史
説
話
、
文
化
的
説
話
、
世
俗
説
話
と
い
っ
た
多
様
な
説
話
を

内
包
す
る
た
め
、
そ
の
生
成
に
関
連
す
る
作
品
は
膨
大
な
数
と
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
多
種
多
様
な
作
品

と
の
接
点
を
認
識
す
る
こ
と
が
、
『
今
昔
』
が
生
み
出
さ
れ
た
場
を
正
し
く
捉
え
る
こ
と
に
繋
が
る
だ
ろ

う
。そ

こ
で
、
第
二
部
で
は
、
『
今
昔
』
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
作
品
や
、
『
今
昔
』
の
文
体
や
内
容
の
形

成
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
作
品
を
対
象
と
し
、
個
別
に
検
討
を
行
っ
た
。
『
今
昔
』
生
成
と
密
接
に

関
連
す
る
作
品
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
と
比
し
た
時
、
よ
り
明
確
に
『
今
昔
』
の
世
界

が
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
章
で
は
、
『
今
昔
』
と
多
数
の
同
文
的
同
話
を
抱
え
、
『
今
昔
』
巻
二
十
四
と
世
界
観
が
酷

似
す
る
『
世
継
物
語
』
を
取
り
上
げ
、
作
品
生
成
の
営
み
を
考
察
し
た
。
『
世
継
物
語
』
は
『
今
昔
』
や

『
古
本
説
話
集
』
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
同
じ
く
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
系
統
の
作
品
で
あ
る
が
、
中

で
も
一
際
、
依
拠
資
料
を
忠
実
に
踏
襲
す
る
性
格
を
有
し
て
お
り
、
歌
集
か
ら
説
話
へ
、
物
語
か
ら
説
話

へ
と
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
叙
述
が
変
容
し
て
い
く
そ
の
過
程
を
、
具
体
的
に
見
せ
て
く
れ
る
作
品
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
『
今
昔
』
の
構
成
や
表
現
を
考
え
る
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
。

続
い
て
、
第
二
章
で
は
唱
導
資
料
を
取
り
上
げ
た
。
『
今
昔
』
を
含
む
仏
教
説
話
集
は
唱
導
と
密
接
な

関
係
を
持
っ
て
誕
生
・
発
展
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
関
連
は
資
料
の
制
約
も
あ
っ
て
明
ら

か
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
寺
院
に
お
け
る
悉
皆
調
査
等
に
よ
り
、
多
く
の
唱
導
資
料
が
発
掘
さ

れ
始
め
て
い
る
。
そ
の
成
果
を
活
用
し
、
計
六
種
の
唱
導
資
料
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
中
に
ど
の
よ
う
な

形
で
説
話
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
引
用
は
説
話
集
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
に

異
な
る
の
か
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
で
得
ら
れ
た
、
唱
導
資
料
に
お
け
る
説
話
引
用
の
在
り
方
の
特
徴
を
、
『
打
聞
集
』
の
作
品
分

析
に
転
用
し
た
も
の
が
第
三
章
で
あ
る
。
『
打
聞
集
』
は
『
今
昔
』
と
同
時
代
に
誕
生
し
た
小
作
品
で
あ

り
、
ま
た
『
今
昔
』
と
の
同
文
的
同
話
を
多
く
有
し
、
そ
の
成
立
圏
の
近
さ
が
注
目
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
方
で
『
打
聞
集
』
は
説
法
を
筆
録
し
た
か
の
よ
う
な
特
徴
を
持
ち
、
唱
導
資
料
と
し
て
認
識

さ
れ
て
き
た
経
緯
を
持
つ
。
そ
こ
で
、
果
た
し
て
『
打
聞
集
』
は
唱
導
資
料
な
の
か
と
い
う
問
題
を
、
他

の
唱
導
資
料
に
お
け
る
説
話
引
用
と
比
較
す
る
こ
と
で
考
察
し
た
。
『
今
昔
』
と
非
常
に
近
似
し
た
作
品

で
あ
る
が
故
に
、
『
打
聞
集
』
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
『
今
昔
』
生
成
を
解
明
す
る
一
助
と



な
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
第
三
章
の
付
論
と
し
て
金
沢
文
庫
本
『
仏
教
説
話
集
』
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
金
沢
文
庫
本
『
仏

教
説
話
集
』
も
『
打
聞
集
』
と
同
様
に
、
説
話
集
と
し
て
も
唱
導
資
料
と
し
て
も
異
質
な
性
質
を
持
つ
が

故
に
、
作
品
把
握
が
難
航
し
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
他
の
唱
導
資
料
に
お
け
る
説
話
引
用
方
法

と
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
作
品
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
第
四
章
で
は
長
谷
観
音
の
霊
験
譚
を
集
成
し
た
『
長
谷
寺
験
記
』
を
取
り
上
げ
た
。
霊
験
記
は

『
今
昔
』
と
同
じ
く
仏
教
説
話
集
と
し
て
括
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
多
様
な
霊
験
譚
を
収
め
る
『
今
昔
』

と
は
異
な
り
、
固
有
の
寺
に
限
定
さ
れ
た
霊
験
譚
を
集
成
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
営
み
で
あ

っ
た
の
か
を
考
え
た
。
具
体
的
に
は
作
品
内
の
言
語
行
為
を
総
合
的
に
分
析
し
、
『
長
谷
寺
験
記
』
が
一

体
何
を
目
的
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
生
み
出
さ
れ
た
の
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
『
今
昔
』
と

複
数
の
同
話
を
抱
え
、
『
今
昔
』
同
様
に
唱
導
と
の
関
係
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

そ
の
生
成
理
由
の
解
明
は
『
今
昔
』
研
究
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
『
今
昔
』
本
文
の
分
析
と
い
う
作
品
内
部
か
ら
の
考
察
と
、
関
連
作
品
の

分
析
と
い
う
作
品
外
部
か
ら
の
考
察
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
院
政
期
に
誕
生
し
た
巨
大
な
説
話
集

の
解
明
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。


